
市民福祉委員会会議録 

 

開催年月日 平成３０年 ７月１８日（水） 場 所 議会委員会室 

案   件 ・調査第４号「在宅生活を支える高齢者福祉について」 

出 席 委 員 宇治委員長、佐藤副委員長、小林委員、大栗委員、萩原委員、天日委員 

欠 席 委 員  ― 事 務 局 倉本 

オブザーバー  ― 傍 聴 者  ― 

説 明 員 若杉 保健福祉部長、井口 高齢者福祉課長、頓所 介護保険係長 

開 会 時 刻 ９時５９分 実会議時間   ０２時間００分 

  休 憩 時 間   ００時間０４分 

閉 会 時 刻 １２時０３分 延会議時間   ０２時間０４分 

次 回 日 程  未定 

要 点 記 録 

＜概 要＞ 

○調査第４号「在宅生活を支える高齢者福祉について」 

□担当課から資料をもとに説明を受ける。 

・在宅生活を支える高齢者福祉について 
 
□担当課と意見交換を行う。 

・福祉サービスについて 

…高齢者の在宅生活を支える取り組みにより、セーフティーネットは

築かれている。 

…民生委員の訪問時に周知しているが、ご近所の支援があって利用さ

れない実態がある。 

…自立支援について、利用者ができることもヘルパーがしてしまうと、

介護予防にならない部分も出てくる。 

…運転免許証返納者への対応は、返納したから支援をするのではなく、

生活に不便がある人に移動の支援をするという考え方で行う。 
 
・一人暮らし世帯や高齢者のみの世帯への取り組みについて 

…民生委員の訪問や近所の声かけ、見守りが行なわれている。 

…集いの場としてふれあいサロンやミニサロンを開催し、外出する 

機会を設けている。 

…高齢者のみの世帯の場合、民生委員や地域の方が声かけをしても大

丈夫だと言われてしまい、それ以上は入りにくいことがある。 

…地域で支えるなら、おせっかいでかかわっていかなければならない。 
 
□議論の方向性を検討。 

・市の取り組みを隅々まで知っていただくにはどうしたらよいか。 

・市民がどのような外出支援を欲しているか把握する必要がある。 

・高齢者の世帯に対して、どのようなアプローチができるか。 
 
○次回の委員会 

 □今回の意見交換を踏まえ、調査事項を絞る。 
 



 

以上、委員会会議録について富良野市議会委員会条例第27条の 

規定により、ここに署名する。 

         委員長  宇 治 則 幸 


